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問�　
明
石
港
東
外
港
地
区
の

再
整
備
と
市
役
所
新
庁
舎

の
整
備
お
よ
び
現
庁
舎
敷

地
に
予
定
す
る
民
間
活
用

地
と
の
関
係
、
大
蔵
海
岸

へ
の
回
遊
性
を
聞
く
。

答�　
明
石
港
東
外
港
地
区
を

所
有
す
る
兵
庫
県
は
、
民

問�　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
）
の
人
権
問

題
に
つ
い
て
、
本
市
の
取

り
組
み
を
聞
く
。

答�　
本
市
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
に
つ
い
て
、
新

年
度
中
の
導
入
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
る
。
内

容
に
つ
い
て
は
、
他
の
自

治
体
の
例
を
参
考
に
、
当

事
者
の
声
を
聴
き
な
が
ら

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
き
め
細

や
か
な
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
当
事
者

の
方
が
不
安
を
感
じ
る
こ

と
な
く
利
用
で
き
る
制
度

に
す
る
た
め
に
は
、
広
く

市
民
に
啓
発
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
ま
ず
は
市

職
員
が
性
の
多
様
性
に
つ

い
て
十
分
に
理
解
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
人
権
意
識

を
高
め
る
研
修
を
実
施
し

て
い
く
。

　

�　
さ
ら
に
、
施
策
を
効
果

的
に
進
め
て
い
く
た
め
、

新
た
に
施
策
を
担
当
す
る

専
門
職
を
募
集
し
、
自
身

の
知
識
や
経
験
に
基
づ
き
、

実
効
性
の
高
い
政
策
形
成

に
携
わ
っ
て
も
ら
い
、
全

て
の
人
が
大
切
に
さ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

民
か
ら
の
要
望
も
あ
る
こ

と
か
ら
再
開
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答�　
市
民
ま
つ
り
に
つ
い
て

は
、
明
石
市
民
ま
つ
り
検

証
・
創
造
会
議
に

お
い
て
22
年
に
検

証
を
行
い
、
地
域

の
活
性
化
や
市
民

の
思
い
出
づ
く
り
、

明
石
へ
の
誘
客
な

ど
に
つ
な
が
る
ま

つ
り
を
目
指
す
新

た
な
市
民
ま
つ
り

の
在
り
方
に
つ
い

て
提
言
が
あ
っ
た
。

間
活
用
に
よ
る
再
整
備
を

行
う
た
め
新
年
度
以
降
の

事
業
者
決
定
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
一
方
、

本
市
の
新
庁
舎
整
備
は
、

今
年
度
中
に
基
本
計
画
を

策
定
、
新
年
度
に
基
本
設

計
の
完
成
と
実
施
設
計
の

着
手
な
ど
竣
工
ま
で
に
は

６
、
７
年
か
か
る
見

込
み
で
あ
り
、
東
外

港
地
区
の
再
整
備
が

数
年
先
行
す
る
。
し

か
し
、
現
庁
舎
敷
地

に
予
定
す
る
民
間
活

用
地
は
、
東
外
港
地

区
と
隣
接
す
る
た
め

一
体
の
エ
リ
ア
と
し

て
相
乗
効
果
が
発
揮

問�　
増
加
す
る
訪
日
外
国
人

観
光
客
を
本
市
に
誘
客
す

る
こ
と
で
市
内
企
業
の
活

性
化
が
図
れ
な
い
か
、市

の
見
解
を
問
う
。

答�　
日
本
政
府
観
光
局
の
２

０
１
８
年
統
計
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
訪
日
外
国
人
観

光
客
は
３
１
０
０
万
人
を

超
え
、
２
０
２
５
年
の
大

阪
・
関
西
万
博
な
ど
に
向

け
、
ま
す
ま
す
増
え
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
需
要
を
取
り
込
む
こ

で
き
る
よ
う
、
県
と
情
報

共
有
を
図
り
連
携
に
努
め

る
。
ま
た
、
明
石
港
周
辺

は
新
た
な
南
の
拠
点
と
し

て
重
要
な
エ
リ
ア
で
あ
り
、

大
蔵
海
岸
ま
で
の
回
遊
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
民

間
活
用
地
の
有
効
活
用
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

と
は
、
飲
食
・
宿
泊
・
土

産
物
販
売
と
い
っ
た
市
内

産
業
の
活
性
化
に
効
果
が

あ
る
と
考
え
る
。

　

�　
明
石
観
光
協
会
で
は
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン
へ
の
出
展
、

海
外
メ
デ
ィ
ア
や
旅
行

業
者
を
現
地
視
察
へ
招

待
す
る
な
ど
の
誘
客
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、

ひ
ょ
う
ご
観
光
本
部
な

ど
の
広
域
観
光
組
織
と

の
連
携
も
行
って
い
る
。

　

�　
ま
た
、
外
国
人
を
含
め

誰
も
が
安
心
し
て
楽
し
め

る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
や
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
観
光
案
内
所

で
の
多
言
語
案
内
の
充
実

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
観
光
産
業
の

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

問�　
高
齢
者
が
賃
貸
住
宅
に

入
居
す
る
た
め
の
連
帯
保

証
人
を
探
す
こ
と
は
困
難

な
状
況
に
あ
る
。
兵
庫
県

は
、
新
年
度
か
ら
県
営
住

宅
へ
の
入
居
時
に
求
め
て

い
る
連
帯
保
証
人
を
廃
止

す
る
方
向
で
調

整
し
て
い
る
が
、

市
営
住
宅
で
も

同
じ
対
応
が
で

き
な
い
か
。

答�　
民
法
改
正
に

よ
り
、
今
年
４

月
か
ら
保
証
人

を
設
定
す
る
場

合
は
、
極
度
額

（
上
限
額
）
を

設
け
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。

　

�　
こ
れ
を
受
け
国
か
ら
は
、

身
寄
り
の
な
い
単
身
高
齢

者
等
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
今
後
、
公

営
住
宅
の
入
居
時
に
求
め

て
い
る
保
証
人
の
確
保
が

困
難
に
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
保
証
人
を

前
提
と
す
る
考
え
か
ら
転

換
す
べ
き
と
の
通
知
が
出

さ
れ
た
。

　

�　
本
市
と
し
て
も
現
行
制

度
を
見
直
し
、
市
営
住
宅

へ
の
入
居
時
に
求
め
て
い

る
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
、

新
年
度
よ
り
廃
止
す
る
方

針
で
あ
る
。
今
後
は
、
３

月
議
会
に
条
例
改
正
案
を

提
案
す
る
予
定
だ
。

問�　
本
市
は
平
成
13
年
の
事

故
以
来
、
継
続
的
な
市
民

夏
ま
つ
り
は
開
催
し
て
い

な
い
。
１
０
０
周
年
記
念

事
業
を
無
事
に
終
え
た
こ

と
で
機
運
が
高
ま
り
、
市

ど
の
支
援
を
進
め
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
は
。

答�　
就
職
氷
河
期
世
代
の
安

定
し
た
就
業
は
、
税
収
の

向
上
や
生
活
の
安
定
に
よ

る
婚
姻
率
の
改
善
な
ど
が

見
込
ま
れ
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
お
い
て
重
要
な

こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

　

�　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
も

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る

た
め
、
募
集
職
種
ご
と
に

柔
軟
な
年
齢
要
件
の
設
定

を
行
っ
て
き
た
。
今
年
度

も
事
務
職
や
技
術
職
は
40

歳
、福
祉
職
な
ど
は
50
歳
、

任
期
付
職
員
は
64
歳
ま
で

受
験
可
能
と
し
て
い
る
。

今
後
は
、
国
の
就
職
氷
河

期
世
代
の
採
用
拡
大
を
求

め
る
通
知
や
県
内
の
他
都

市
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　

�　
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

や
明
石
商
工
会
議
所
が
、

企
業
に
対
し
就
職
氷
河
期

世
代
の
雇
用
の
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
そ

れ
ら
の
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
し
民
間
事
業
者
へ
の

波
及
も
進
め
て
い
き
た
い
。

問�　
本
市
が
進
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
か
か
る
施
策
は
福
祉

施
策
に
偏
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。
そ
の
よ
う
な

中
、
次
期
長
期
総
合
計
画

の
名
称
を
あ
か
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
計
画
に
変
更
す
る

意
図
や
効
果
を
聞
く
。

答�　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
経
済
・

社
会
・
環
境
の
各
課
題
に

対
し
て
、
相
乗
効
果
が
生

ま
れ
る
よ
う
バ
ラ
ン
ス
よ

く
取
り
組
む
こ
と
で
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
つ

な
が
る
と
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
全
国

的
な
展
開
が
進
む
中
、
本

市
も
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
と
し
て
、
こ
の

理
念
を
明
確
に
長
期
総
合

計
画
に
位
置
付
け
る
た
め
、

名
称
の
変
更
を
行
う
も
の

だ
。

　

�　
本
市
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
安
心
都
市
・
明
石
を
掲

げ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を

反
映
し
た
施
策
を
実
行
し

て
い
る
が
、
目
標
の
達
成

に
は
社
会
全
体
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
今
後
、

こ
の
理
念
を
市
民
や
事
業

者
、
各
種
団
体
と
も
共
有

し
、
明
石
全
体
で
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

１
０
０
周
年
記
念
事
業
で

は
こ
の
提
言
を
実
現
で
き

た
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
、
ま
ず
令
和
３
年
に
天

皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の

も
と
行
わ
れ
る
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
の
開
催

に
向
け
、
国
や
県
と
緊
密

に
連
携
し
成
功
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。

　

�　
市
民
ま
つ
り
の
開
催
に

つ
い
て
は
、
十
分
な
安
全

対
策
を
最
優
先
に
行
い
、

実
施
の
可
能
性
も
含
め
て

各
種
団
体
と
情
報
を
共
有

し
、
判
断
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

問�　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
影
響

に
よ
る
就
職
氷
河
期
世
代

に
対
す
る
認
識
を
問
う
。

ま
た
、
そ
の
世
代
に
特
化

し
た
採
用
試
験
を
行
う
な

明石港東外港地区の再整備
新庁舎整備との相乗効果
民間活用地の有効活用

LGBTへの支援
パートナーシップ制度導入
当事者ニーズが重要

市民まつりの開催
安全対策を最優先に
実施の可能性も含め検討

まちづくりの方向性を明確化
長期総合計画の名称を
あかしSDGs推進計画へ

市営住宅の連帯保証人
新年度より廃止する方針
3月議会に条例改正を提案

就
職
氷
河
期
世
代

　
　
支
援
が
必
要

�

採
用
試
験
の
実
施
は

明石にもっと観光客を

現行制度では連帯保証人が必要

現在の明石港東外港地区

2006年に開催した市民まつり

訪
日
外
国
人
観
光
客
を
明
石
へ

�

市
内
企
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る


